% 3044 A 20 H
DB B AERE RS
HEE WBEH # &%

R BEEEX, YO 29444 H 1 B225¥45E 30 45 3 A 31 H £ TOWERK 29 425 OB DIk
DPATICOVTEEERITVE Lz, ZOFEROFRICONT, UTOMI BENE LET,

1 BEEOFERCEONE

FEEL, AERUERASLEEREZRHY , FRONEB LOCEEOREOBHICEDL L LD
2, HEITOMBEELSFICHE L, BEROEHRASELNLZOBEOPITRIIC OV THREEE
7 BEICGCTHAZRD, BERERREEFRSZzHE L. ZERUCMEORRZRAENLE LK,
PLEDOFEIZ LT, SUFERFEICRLIFEREROCEOMBHMEFICONTRFAWELLELE,

SHIZ, REMEEUIZNICET2EHOREZITY., YRFEFEIRIFARER (BEARERE
OIERMEEREHE) RO O BIRHMEE ICMER&IC>W TRV LE LK,

2 EEER

(1) FERELSOETHE
OFERERCEOMBHMEL, BESRVERKICHEV., YBEORREELLRALTWLEEDER
HET,

QEHOBHEOPITIZE T 5 REDITAIIES S LITEKICER T 5 ERLERIRO b EE
Ao

(2) FHEEEE O OMEBHIEIE N B oAk 2
HFREBHEOZOMBHMET NCHERBHiIZ, YHE0oMERCEREORNZ T X TOERELRAIC
BWTHEICRLTWABD EADET,

ATAEFEAN B AR AR S

v LA%

SREAREAN BAERARS

=3
==}

7

-

s g 1p0@



	「糖尿病食事療法のための食品交換表」、「糖尿病食事療法のための食品交換表活用編」、「糖尿病性腎症の食品交換表」、「糖尿病治療の手びき」を発行した。
	1－3 全国糖尿病週間の実施
	1－8 新しい糖尿病運動療法ブルーエクササイズの普及
	ブルーサークルを用いた新しい糖尿病運動療法ブルーエクササイズについて検討した。
	日本糖尿病協会登録医・療養指導医制度並びに歯科医師登録医制度を推進し、専門医とかかりつけ医、歯科医師との連携強化を図った。登録医：1,613人、療養指導医：2,711人、歯科医師登録医：3289人となった。
	登録医・療養指導医、歯科医師登録医の学習機会提供のため、eラーニングによる教育システムを構築した。
	1－15 日糖協CDEネットワークの運営
	糖尿病チーム医療を支援するため、地域糖尿病療養指導士（CDEL）養成団体38団体に対し、計28,000,000円の補助金を支出したほか、規約・認定試験問題、教育資材の提供を通じて活動活性化と養成団体の新規設立を支援した。2団体が新たに設立され、団体数は53団体、認定者数は21,693人となった。
	第5回日本糖尿病療養指導学術集会でCDEL団体の情報交換会を行った。
	「糖尿病カンバセーション・マップTM」を使用して療養指導を行うスタッフを育成するためのトレーニングを全国11か所で実施し、260人の医療スタッフが参加した。平成22年からの累計受講者数は1,968人となった。日本イーライリリー株式会社の協力を得た。
	1－17　糖尿病療養指導カードシステム®を活用した療養指導の普及
	4－3 AASD
	・運営助成金を支出するとともに、事務局業務を支援した。
	・9th AASD Scientific Meeting（5月19-20日・名古屋）の開催を支援した。
	・AASDが実施するアジア地域のフットケア・栄養プロジェクトへの協力を行い、国内で実施したプロジェクト会議（5月21日、2018年2月24-25日）の運営を支援した。
	日本糖尿病療養指導士認定機構と糖尿病療養指導学術集会の共催等で連携した。
	各地で組織されている「地域糖尿病療養指導士」養成団体と連携し、CDEネットワークによる地域のCDEの育成協力と活動支援を行った。
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